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9月の園だより 
                     平成 28年 9月１日 

                                      ひまわりキッズルーム大泉 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

引渡し訓練について 

本日、災害時を想定した引渡し訓練を行いました。 

ご協力ありがとうございました。 

東日本大震災や熊本地震のことを定期的に思い出す機会になったのではないでしょうか。 

今後とも、子ども達の安全を協力して守っていきましょう。  

NTTの伝言ダイヤルも折りに触れて試してみましょう。 

 

 

給食食材の取り入れ変更について 

厚生労働省より出された保育施設等の事故防止のためのガイドラインを受け、検討を行って参り

ましたが、ひまわりキッズルーム大泉では、プチトマト、白玉団子、ぶどう等誤嚥を防ぐために提供

しないことに致しました。今月の献立にもお月見団子が表記されておりますが、別な物に変更致し

ます。ご家庭でも危険性は同じと考えられますので、食べる際には十分な配慮をいただけるようお

願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

今年の夏は、不安定な天候に加え、水不足の心配がありひまわりキッズルーム大泉の水遊びも

少し控えめにとどめました。しかし、そんな中、夏にしかできない寒天遊び、洗濯ごっこなども取り

入れてきました。成長期の子どもにとって、心と身体を解放して遊び込む時間はとても大切です。 

今月からも季節を感じながら、じっくり取り組める活動を取り入れていきたいと思います。 

 

 

 

9月の予定 

１日   引渡し訓練     12日  身体測定（０歳）     13日 身体測定（1歳） 

14日  身体測定（2歳）   29 日  0歳児健診 

                 ＊中旬     避難訓練    

  

 

 

10月の予定 

11日   身体測定（0歳）   12日  身体測定（1歳）   13日 身体測定（2歳） 

22日  親子で遊ぼう会 （昨年度までは「運動会」と呼んでいました）    

              ＊中旬     避難訓練 



 

～ひよこグループ～ 

 歩いたり、つたい歩きをしたりしている高月齢の子たちは、手先の遊び（チップ落とし、鎖落としなど）に 

興味を持ちはじめ、集中して向かっている姿があります。また、腹ばいで過ごしている低月齢の子は 

ずり這い、四つ這いで少しずつ前進し、自由に動く喜びを感じている様子です。 

水遊びでは、たらいの水に手を入れて触ったり、水面を叩いたりして、しぶきをあげる等、 

一人ひとりが感触や冷たさを楽しんでいるようでした。引き続き、残暑の厳しい日には水遊びを 

楽しみたいと思います。 

＜９月のねらい＞ 

○歌や音楽を楽しむ 

○生活や遊びを通して 見る、聞く、触れることを楽しむ 

 

～うさぎ・ぞうグループ～ 
 

 「水遊びしようね」と声を掛けると、嬉しそうに笑いながら外へ出ようとしたり、水遊び用のセットをカゴから 

取り出そうとしたりと、楽しみで仕方がない様子がたくさんありました。水の冷たさや心地良さを感じ、 

“やりたい”と意欲が高まっていた様です。そして、寒天遊びや氷遊びでは、見慣れない素材に 

戸惑い、少し離れた場所から様子を窺う子もいましたが、保育士に誘われ、友達の楽しそうな姿を見て 

興味を持った様でした。１度触れてみると、ひんやりとした温度やプルプルの肌触りに面白さを感じ、 

自ら手を伸ばしていました。タライに入ったたくさんの寒天や氷を叩いてみたり、両手でかき回してみたりと、

ダイナミックに感触を楽しむ子もいました。 

＜９月のねらい＞ 

 

 

 

 

 

靴のサイズ確認をお願い致します。 

少しずつ過ごしやすい気温になり、中旬以降は散歩に出掛ける予定です。 

そのため、子どもの足のサイズにあった靴の用意をお願い致します。また、走りやすく、 

しっかりと足を保護できるようなデザインのものをお願い致します。 

 

 

 

うさぎグループ                              

○保育者とのやりとりを楽しむ中で全身を動かして 

遊ぶ。 

○簡単な身の回りの事をやってみようとする。 

 

ぞうグループ 

〇保育者や友達と一緒に全身を動かす遊びを 

楽しむ。 

○着脱や排泄など身の回りの事を自分でしようと

する。 

 

～お願い～ 


